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日本人は、“美術館”を生活に無用で空疎な、「箱物」のイメージでとらえがち
だが、世界の主要都市では、芸術的感動で人に生きる歓びや力を与える場
であり、歴史を伝える教育機関であり、観光の拠点でもある。“美術館”こそ、
ソフトそのものだ。都市を人体に譬えるなら、街の賑わいの記憶や感性を
司る神経系統、脳の一部といえるかも知れない。さて大阪では？

関西医科大学教養部大講堂に移設されている
大阪府立博物場美術館の天井画

取材協力：関西医科大学
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関西医科大学教養部
大阪府立博物場美術

天井画の中心部分

府立博物場時代の天井画写真　

「府立博物場案内図」（部分） 大阪歴史博物館 蔵
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楕円形の画面に、龍と鳳凰を描いた縦約1515m、横約6mの巨大な天井画。
上田耕冲（18191819～19111911）を中心に櫻井香雲、上田耕甫、渡邊祥益、
森関山らが描いた。図は、法隆寺献納の「盤龍鏡」（東京国立博物館所蔵）
の模様を用いる。府立博物場時代の写真と比べると、現状は移転の時
に絵の一部が切り詰められている。

大阪府立博物場
美術館(中央館）

資料提供：関西医科大学
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第五回内国勧業博覧会 絵はがき　
中央が博覧会正門、右側奥が美術館と大林組の高塔、左の天守閣は
名古屋城を模した愛知県の売店、遠く四天王寺の五重塔が見える

第五回内国勧業博覧会　美術館の外観

美術館の内部

第五回内国勧業博覧会　
噴水塔より美術館を望む。背後は大林組の高塔、
横の巨大な樽の形の建物は、麦酒会社のパビリオン

資料提供：
大阪市立中央図書館

資料提供：大阪市立中央図書館資料提供：大阪市立中央図書館

第五回内国勧業博覧会美術館
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第五回内国勧業

大阪市立美術館の開館を伝える写真ニュース（1936年5月4日）　
下の写真は落成記念の改組第1回帝展。出品作の橋本関雪《唐犬図》、児玉希望《枯野》を同館は購入する。

現在の
大阪市立美術館

グタイ・ピナコテカのパンフレット表紙（1962年）

美術館の内部

万国博美術展の図録『調和の発見』
（Ⅰ～Ⅴと名品集、1970年）

第
噴水
横の

写真提供：日本万国博覧会記念機構

（「生誕100年記念 吉原治良展」図録、2005より）

大阪
市立美術館

グタイ・ピナコテカ

万国博
美術館
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